
 

                                

                                

                                

  

桑
名
方
面
団 
第
五
分
団 十

月
十
九
日  富

山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
に
て
全
国
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
、
三
重
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。 「

朝
か
ら
秋
晴
れ
、大
会
日
和
。

が
一
転 
午
後
一
時
を
回
る
頃
、

雷
が
鳴
り
だ
し
風
が
吹
き
始
め
、

ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
雨
。」 

 
大
会
ポ
ン
プ
車
部
門
、
出
場
最

終
チ
ー
ム
、
桑
名
市
消
防
団
の
操

法
競
技
が
開
始
さ
れ
る
そ
の
頃
は
、

強
風
と
相
ま
っ
て
、横
殴
り
の
雨
、

そ
し
て
雷
、
と
ま
さ
に
最
悪
な
天

候
！
そ
の
状
況
で
も
選
手
は
、
集

中
し
、
堂
々
と
最
高
の
操
法
を
見

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
競
技

を
終
え
た
後
も
満
足
げ
に
、
胸
を

張
っ
て
退
場
し
た
の
が
、
印
象
的

で
し
た
。 結

果
は
、
二
十
三
チ
ー
ム
中 

十
三
位
。
私
た
ち
チ
ー
ム
と
し
て

は
、
賞
こ
そ
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
会
場
に
感
動
を
置
い
て
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
、
一
番
員 
市
原 誠

さ
ん
が
、
個
人
賞
を
受
賞
す
る

事
が
出
来
た
こ
と
も
誇
り
に
思
い

ま
す
。 

三
重
県
操
法
大
会
、
全
国
操
法

大
会
出
場
を
通
じ
て
、
団
員
が
一

回
り
大
き
く
、
頼
も
し
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。 今

後
、
団
員
一
同
は
、
こ
の
間

の
訓
練
で
培
っ
た
技
術
、精
神
で
、

よ
り
一
層
地
域
に
貢
献
出
来
る
様
、

消
防
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

出
場
選
手 指

揮
者   
廣
瀬 
大
三 

一
番
員   
市
原 
誠 

二
番
員   
水
谷 
浩
介 

三
番
員   
加
藤 
裕
明 

四
番
員   
中
川 
恭
行 

吸
管
補
助
員 
福
田 
健
人 

補
欠    
中
西 
貴
大 

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

第
四
十
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二
〇
十
九
年 
三
月 

編
集
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発
行 桑

名
市
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字
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七
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桑
名
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消
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企
画
情
報
部
会 
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出
初
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た 



   
一
月
十
三
日 

国
営
木
曽
三
川
公
園
輪
中
ド
ー

ム
に
お
い
て
、
消
防
団
、
消
防
本

部
、
自
衛
消
防
隊
、
総
勢
五
百
六

十
九
名
に
よ
る
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。 式

典
で
は
伊
藤
市
長
の
観
閲
の 

                      

下
、
徒
歩
部
隊
と
子
供
を
乗
せ
た

車
両
部
隊
に
よ
る
分
列
行
進
が
実

施
さ
れ
た
ほ
か
、
永
年
の
功
労
者

に
対
し
表
彰
状
授
与
・
市
長
告

辞
・
来
賓
祝
辞
を
頂
き
、
消
防
団

長
答
辞
に
て
式
典
は
閉
式
と
な
り

ま
し
た
。 終

了
後
は
長
良
川
河
川
敷
に
お

い
て
、
消
防
車
二
十
七
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

                      

                                

   

十
二
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

期
間
中
は
夜
八
時
か
ら
十
二
時

ま
で
警
戒
に
当
た
り
、
消
防
車
両

で
防
犯
・
防
火
の
呼
び
か
け
を
し

な
が
ら
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。 

二
十
八
日
に
は
、
伊
藤
市
長
に

よ
る
巡
視
が
あ
り
激
励
と
感
謝
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

              

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 

思いやる 小さな気遣い 社会を変える 



  
第
二
大
隊 

七
月
一
日 

桑
名
方
面
団
の
八
・
九
・
十
・

十
二
・
十
四
分
団
の
合
同
訓
練
が

消
防
本
部
二
階 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
自
主
防
災
訓

練
指
導
時
、
お
よ
び
非
常
時
に
お

け
る
消
防
団
員
の
資
質
向
上
に
寄

与
で
き
る
よ
う
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
ま
し
た
。 

「
応
急
手
当
の
基
礎
知
識
」
と

し
て
、
怪
我
や
病
気
の
中
で
最
も

重
篤
で
緊
急
を
要
す
る
の
は
心
臓

や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
す
。
人
の
命
を
救
う
に
は
１

分
１
秒
を
争
う
応
急
手
当
が
必
要

で
す
。
ま
た
救
命
の
リ
レ
ー
と
し

て「
１
１
９
番
通
報
」「
応
急
手
当
」

「
高
度
な
救
急
処
置
（
救
急
車
）」

「
高
度
な
救
命
医
療
（
病
院
）」
と

う
ま
く
繋
げ
て
命
を
救
う
こ
と
が

大
事
で
す
。 

 
そ
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、

応
急
手
当
指
導
員
が
実
技
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
は
「
１
１
９

番
通
報
」
と
「
心
肺
蘇
生
法
」
に

絞
っ
て
実
習
を
行
い
、
続
い
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
処

置
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

三
時
間
の
講
習
を
終
え
、
三
年

間
有
効
の
「
普
通
救
命
修
了
証
」

を
受
領
し
ま
し
た
。 

今
回
、
学
ん
だ
こ
と
を
緊
急
時

に
活
か
す
と
と
も
に
、
受
け
持
ち

地
区
の
自
主
防
災
訓
練
時
に
活
用

で
き
る
よ
う
各
分
団
で
日
々
研
鑽

に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

           

第
三
大
隊 

十
一
月
四
日 

桑
名
方
面
団
の
一
・
三
・
五
・

十
三
分
団
の
合
同
訓
練
を
、
長
島

総
合
自
動
車
学
校
教
習
コ
ー
ス
・

教
習
室
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
実
施

し
ま
し
た
。 訓

練
は
、
緊
急
走
行
時
及
び
一

般
走
行
時
に
お
け
る
交
通
法
令
、

運
転
技
術
、
車
輌
誘
導
方
法
の
向

上
を
図
り
、
安
全
確
実
な
現
場
活

動
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
い
ま
し
た
。 

教
習
コ
ー
ス
走
行
訓
練
で
は
、

ス
タ
ー
ト
前
に
日
常
点
検
手
順
で

車
輌
点
検
を
行
い
、
コ
ー
ス
内
で

は
交
差
点
の
通
過
・
Ｓ
字
・
ク
ラ

ン
ク
・
方
向
変
換
・
縦
列
駐
車
・

坂
道
発
進
等
、
免
許
取
得
時
以
来

の
コ
ー
ス
訓
練
と
な
る
団
員
が
殆

ど
で
し
た
が
、
各
コ
ー
ス
走
行
時

点
の
留
意
事
項
を
守
り
、
赤
色
棒

で
の
合
図
、
車
輌
を
誘
導
す
る
際

の
誘
導
位
置
、
誘
導
方
法
等
の
再

確
認
が
出
来
ま
し
た
。 

教
習
室
で
は
、
消
防
本
部
消
防

救
急
課
に
よ
る
、
緊
急
走
行
の
再

確
認
、
緊
急
自
動
車
安
全
運
行
の

意
義
、
緊
急
自
動
車
運
行
の
心
構

え
等
の
安
全
講
話
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 今

回
の
訓
練
で
、
機
関
員
、
乗
車

団
員
全
員
で
安
全
確
認
を
行
う
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

          
第
一
大
隊 

十
一
月
四
日 

桑
名
方
面
団
の
二
・
四
・
六
・

七
・
十
一
分
団
の
合
同
訓
練
が
、

西
分
署
に
て
行
わ
れ
、
昨
年
度
同

様
実
践
的
な
消
火
活
動
を
目
的
と

し
た
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

時
折
雨
模
様
の
中
、
６
５
ミ
リ

の
ホ
ー
ス
二
本
を
延
長
し
、
双
口

金
具
を
使
用
、
５
０
ミ
リ
の
ホ
ー

ス
を
二
線
延
長
、
第
一
標
的
第
二

標
的
と
順
番
に
標
的
に
向
け
放
水

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回

は
新
入
団
員
や
不
慣
れ
な
団
員
に

そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
な
が
ら
参
加
者

全
員
で
同
様
の
訓
練
を
各
分
団
が

二
回
ず
つ
行
い
ま
し
た
。 

               

                            

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

人権は みんなの権利 守る義務 



   
市
内
各
小
学
校
地
区
に
て
三
年

に
一
度
、
自
治
会
・
消
防
団
・
市

防
災
危
機
管
理
課
の
協
力
の
も
と

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
九
ヶ

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
長
島
北
部
地
区 

十
月
二
十
八
日 

長
島
北
部
小
学
校
に
於
い
て
、

北
部
地
区
自
治
会
連
合
会
の
主
催

で
、
自
主
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 訓

練
に
は
、
地
域
の
代
表
・
百

五
十
名
と
消
防
団
・
北
部
婦
人

会
・
桑
名
市
防
災
危
機
管
理
課
・ 

長
島
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
参
加

し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所
へ
の

移
動
経
路
の
確
認
と
、
防
災
活
動

に
お
い
て
円
滑
で
適
切
な
対
応
が

図
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
相
互
の

協
力
体
制
を
確
立
す
る
目
的
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
前
半
は
参
加
者
を
三
班
に
分
け
、

班
単
位
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

応
急
救
護
訓
練
・
傷
病
者
搬
送
訓

練
・
煙
体
験
・
屋
上
避
難
訓
練
を
、

そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
貰
い
ま
し
た
。 

後
半
は
、
体
育
館
に
於
い
て
桑

名
市
防
災
指
導
監
の
方
か
ら
、
近

年
発
生
し
た
震
災
・
風
水
害
の
映

像
を
交
え
た
説
明
と
、
今
後
想
定

さ
れ
る
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て
、講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
、消
防
団
の
役
割
と
し
て
、

消
防
車
で
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
、

女
性
消
防
団
と
共
に
応
急
救
護
方

法
と
傷
病
者
搬
送
方
法
の
説
明
、

並
び
に
屋
上
避
難
や
煙
体
験
ハ
ウ

ス
へ
の
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。 

               

秋
季
訓
練  

十
一
月
十
一
日 

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
秋
季
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 今

回
は
、
消
防
ポ
ン
プ
の
取
り

扱
い
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に 

ポ
ン
プ
取
扱
業
者
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
山
口
商
会
（
シ

バ
ウ
ラ
）
・
三
重
保
安
（
ト
ー
ハ

ツ
）・
モ
リ
タ
東
海
（
モ
リ
タ
）
の

三
社
で
す
。 前

半
は
、
各
分
団
に
配
備
さ
れ

て
い
る
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
ご
と
に

別
れ
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
基

本
の
操
作
を
再
確
認
し
、
故
障
の

原
因
に
な
り
そ
う
な
事
や
調
子
が

悪
い
場
合
に
自
分
た
ち
で
調
べ
る

箇
所
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

後
半
は
、
各
分
団
で
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
防
火
水
槽
（
無

圧
水
利
）・
採
水
口
（
有
圧
水
利
）

か
ら
の
放
水
を
行
い
、
操
作
方
法

の
違
い
を
学
び
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
事
を
団

員
全
員
で
共
有
し
て
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。             

  

秋
季
競
練
会
・
防
火
パ
レ
ー
ド 十

一
月
十
一
日 

今
年
も
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
確
か
め
る
た
め
、
秋
季
競
練
会

が
多
度
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

五
つ
の
分
団
か
ら
選
ば
れ
た
十

八
チ
ー
ム
が
火
災
現
場
を
想
定
し

た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
消
火

活
動
の
速
さ
と
正
確
な
器
具
操
作

を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

審
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

一
位 

五
分
団
一
班
（
香
取
） 

二
位 

一
分
団
一
班
（
多
度 

） 

三
位 

一
分
団
五
班
（
戸
津
） 

               

課
題
の
残
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま

し
た
が
、
競
練
会
を
通
し
て
多
度

方
面
団
全
体
の
消
防
技
術
の
向
上

を
図
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
終
了
後
に
は
、
火
災
防

止
の
呼
び
か
け
を
す
る
た
め
各
分

団
車
両
で
多
度
町
内
を
行
進
す
る

防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                        

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

理解する 相手の気持ち 思いやり 



(5)

歩み寄る　感謝の気持ち　ありがとう

桑 名 市 消 防 団 広 報

◇◇◇◇　特集：ラッパのついた鉄塔　◇◇◇◇

情報をみんなで共有しましょう

最近、学校や公園の隅に、ラッパの形のスピーカーがついた鉄塔をよく見かけます。

チャイムが鳴ったり、アナウンスが流れたりしていますが・・・

市役所の担当者に聞いてみました
わからなければ聞いてみよう！

市役所の防災・危機管理課で聞いてきました。

■あのスピーカーは何ですか？

桑名市で設置したもので「同報系防災行政無線」と言います。

■難しい名前ですね(^_^;)「同報系」ってどういうことですか？
住民の皆さんに情報を一斉にお知らせできるのです。

「移動系防災行政無線」もあります。既に学校や市民センター・消防団

車庫など各種行政機関に設置されています。情報の一斉伝達もできます

が、電話やトランシーバーのような通信手段としても使われています。

■どこにあるのですか？
平成28～29年に、旧桑名市地区に53カ所設置しました。今回は、津波などで浸水する

可能性が高い地域に設置しています。今後も増やしていく予定です。

■多度・長島地区には以前からありますね？
多度・長島地区には合併前から防災無線が設置され

ているのですが、旧型のアナログ式なので、新型の

デジタル式に順次取り換え中です。

■どういう時に鳴らすのですか？
災害情報やＪアラート等の緊急情報と、防災訓練の告知にも使用しています。

旧桑名市地区では、毎日午後5時にチャイムを鳴らしています。

あまり知られていませんが、訓練以外の地域イベントの告知にも使って

いただけるんですよ。

鉄塔の下にあるボックスを開くとマイクが設置されているので、そのス

ピーカーだけから、運動会やお祭りなどのお知らせを流せるのです。

■室内にいる時には良く聞こえませんね？
防災無線は、あくまでも情報をお伝えするための一つの手段です。

広報車で巡回したり、ホームページやメールも活用しています。

メールには、登録不要の「エリアメール」もあるのですが、文字数が少

なく、必要な情報が伝えきれません。携帯電話・スマホをお持ちの方は

「桑名市災害時緊急メール」をぜひ登録しましょう！
QRコードを読取るか、t-kuwana@sg-m.jpへ空メールを送信して登録して下さい。

このように行政からは色々な方法で防災情報が提供されています。

しかし、耳がきこえにくい人など情報を入手しづらい方も少なくありません。

自分が受け取った情報を、周りの方に伝えて共有する事も重要です。
取材協力：桑名市役所　防災・危機管理課　参考資料：総務省ホームページ、桑名市ホームページ他　文責：企画情報部　内藤誠一郎

多度
長島

移動系

こんな形のも
ありますね



消防隊員の、救命活動での

迅速で規律のとれた行動に

感動し、女性消防団員として消防の一員に

なり10年が経ちました。

防災訓練で住民の皆さんから感謝の言葉を

いただき、信頼されていることを実感する

と、入団して良かったと思います。

これからも大切な人たちが笑顔で毎日を過

ごせるようにがんばっていきます。

女性消防団に入団して

20年、長いようで短かかったですね。

全国大会で桑名市をアピールする機会をい

ただくなどして、右も左もわからなかった

自分もこの20年で成長できたのではないか

と思います。

これからは、地元の人たちに女性消防団の

存在をもっと広める活動にも力を入れてい

きたいです。

(6) 

人権は　みんなにあるもの　守るもの

地域のために女性の優しさ・細やかさを活かして、

　一緒に活動しましょう！　団員を募集しています。

    くわしくは→　桑名市消防本部　総務課　TEL24-5274

桑 名 市 消 防 団 広 報

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。

桑名市女性消防団　検索 ←クリック！

2019年春

消防団と地域の
関わりについて
事例発表させて
いただきました 展示コーナーは

今回も好評でした

大津のゆるキャラ
おおつ光ルくんと記念撮影 

平成10年の女性消防団結成時に入団し20年が経ちました。

　「応急手当指導員」や「三重さきもり」など、いざという時に地

域のために役立つ知識や技術を身につけることが出来、話す

こと・みんなを楽しくすることが大好きなキャラを生かして

活動しています。

災害時にも「女性消防団がいてくれたから安心できた」と言

ってもらえるように「女性の力」を生かしていける仲間をも

っと増やしていきたいです。

平成３０年１１月９日
滋賀県大津市で

開催された
全国大会に

参加しました

２０年表彰
木村隆子 副分団長

出初式で表彰を受けました

２０年表彰
後藤昌子 分団長

１０年表彰
内藤幸子 団員
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